
中2 地理 日本の地域的特色 一問一答（20問）　版Cの答え

※ 漢字でもひらがなでも正解です。答えの下の（　）内の言い方でも正解です。

問いの答えを、右の欄に書きましょう。

(1) 陸地のまわりにある、深さがおよそ200mまでのゆるやかな傾斜の海底を
何というか

大陸棚

(2) 日本列島の太平洋側を北から南へ流れる寒流を何というか 親潮
（千島海流 でも正解）

(3) 日本アルプスの東側を南北にのびる、本州の中央部の大きなみぞ状の地形
を何というか

フォッサマグナ

(4) 川が海や湖に流れこむ所に、細かい土砂が積もってできた平らな土地を何
というか

三角州
（デルタ でも正解）

(5) ヨーロッパの南部からインドネシアまで東西に連なる、山地の多い地帯を
何というか

アルプス・ヒマラヤ造山帯

(6) 日本列島の太平洋側を南から北へ流れる暖流を何というか 黒潮
（日本海流 でも正解）

(7) 建物やアスファルトが多く緑が少ない都市の中心部で、まわりより気温が
高くなる現象を何というか

ヒートアイランド現象

(8) 夏から秋にかけて、南の海で発生して日本に近づき、強い風と大雨をもた
らす熱帯低気圧を何というか

台風

(9) 地震のゆれで、埋め立て地などの地面が水分をふくんで、どろ水のように
やわらかくなる現象を何というか

液状化
（液状化現象 でも正解）

(10) 静岡県の駿河湾から九州の日向灘の沖にかけて続く、大きな地震が起きる
と予想されている海底の深いみぞを何というか

南海トラフ

(11) ダムなどにためた水を落とすいきおいで、水車を回して電気をつくる発電
を何というか

水力発電

(12) 年れいごと・男女ごとの人口の割合を、横向きの棒グラフで積み重ねた図
を何というか

人口ピラミッド

(13) 火山の近くの地下にある高温の熱水や蒸気を使って電気をつくる発電を何
というか

地熱発電

(14) 東京・大阪・名古屋を中心とする3つの大きな都市圏をまと
めて何というか

三大都市圏

(15) 石油・石炭・天然ガスを燃やした熱で、水を水蒸気にしてタービンを回す
発電を何というか

火力発電

(16) 人口が大きく減り、地域の社会生活を続けることが難しくなった状態を何
というか

過疎
（過疎化 でも正解）

(17) ウランが核分裂するときに出す熱を使って電気をつくる発電を何というか 原子力発電

(18) 人口が集中しすぎて、交通渋滞や住宅不足などの問題が起きている状態を
何というか

過密

(19) 大都市の近くで、新鮮な野菜や花などを育てて都市に出荷する農業を何と
いうか

近郊農業

(20) 多くの航空路線が集まり、乗りかえの拠点になっている空港を何というか ハブ空港
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